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供試品種は 「おおすず J,「オクシロメ」で, うね幅

1 は じ め に                  70cl,株 間25cln,1株 2本立てで2004年 5月 19日 ,2005年

5月 19日 に播種 した。

ベンタゾン液剤 (商品名 :大豆バサグラン液剤,以下   (2)試 験区の構成
「本剤」 とい う)は,大豆の畑地1年生広葉雑草防除剤    試験 区は,播種直後のベ ンチオカープ・ペ ンディメ

として平成 17年 4月 に農薬登録 された。本剤は,品種に  タリン・ リニュロン乳剤 800m1/100L/10a処理 と本剤150

よつて薬害程度が異なるが,本県での試験事例が少ない   m1/100L/10aの 体系処理 とし,①土壌処理剤のみの土壊

ため,生産指導に支障をきた していた。          処理区,②大豆2～ 3葉期処理区,③大豆2～ 3葉期・セ

このため,本斉」の除草効果と本県の大豆主要品種に対  トキシジム浮L剤 (200m1/10a)混 用区,④大豆5～ 6葉期
する薬害の有無と程度について検討した。         処理区の4区とした。各年次における処理時の大豆葉齢

は表4の とおり。

2 試 験 方 法                   薬剤処理日は表 1の とおり。

なお,大豆2～ 3葉期・セ トキシジム浮L剤混用区は200

試験1 除草効果                   5年 のみ設置した。

2005年に,青森県農林総合研究センター畑作園芸試験

場内ほ場において,本剤の処理時期 (大豆2～ 3葉期及び  3 試験結果及び考察
5～ 6葉期)別の除草効果を検討した。

(1)耕種概要                     試験1 除草効果

供試品種は「おおすず」で,2005年 5月 19日 に, うね   (1)薬剤処理日と翌日の日照時間(表 1)

幅70cm,株間25cl,1株 2本立てで播種した。        大豆2～ 3葉期処理日と翌日の日照時間は,ほぼ10時
(2)試験区の構成                   間で平年を大きく上回つた。

1)大豆2～ 3葉期 (大豆24葉期の6月 29日 に処理)   大豆5～ 6葉期処理日の日照時間は68時間,翌 日の日
試験区は,①無処理区,②本剤のみ処理した茎葉処  照時間は95時間と,平年を上回つた。
理区,③播種直後の土壌処理剤と本剤を処理した体系   (2)大 豆2～ 3葉期処理 (表 2)

処理区の3区とした。                   処理時の雑草の草丈 (無処理区)は,イ ヌタデ6～ 8

2)大豆5～6葉期 (大豆55葉期の7月 15日 に処理)  cm,タ ニソバ6～ 8cll,シ ロザ8～ 10c口 ,イ ヌビユ10～ 15
試験区は,①播種直後の上壌処理剤のみの土壌処理  calであった。雑草の草丈は概ね10cm以下だつた。

区と②播種直後の土壌処理剤と本剤を処理した体系処   茎葉処理区では,イ ヌタデ,イ ヌビユに高い除草効
理区の2区 とした。                   果を示したが,タ ニソバには除草効果が劣つた。体系

なお,1),2)と も本剤の薬量は,150m1/100L/10aで   処理区では高い除草効果を示した。
あり,土壊処理剤は,ベンチオカープ・ペンディメタ  (3)大豆5～ 6葉期処理 (表 4)
リン・リニュロン早L剤 を800m1/100L/10a処理した。     処理時の雑草の草丈 (土壌処理区)は,イ ヌタデ15

～20cln,タ ニソバ10～ 15¨ ,イ ヌビユ15～ 20cmで あっ

試験2 大豆主要品種に対する薬害           た。なお,シロザは,土壌処理剤の効果が持続してい

2004～2005年に,青森県農林総合研究センター畑作園  たため,薬剤処理時での発生はなかつた。
芸試験場内ほ場において,本剤の処理時期 (大豆2～ 3葉    体系処理区の除草効果は,全ての草種で劣つた。雑
期及び5～ 6葉期)別の主要品種に対する薬害の有無と程  草の草丈が15～ 20clの処理では,除草効果が劣った。
度について検討した。

(1)耕種概要                    試験2 大豆主要品種に対する薬害
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(1)2004年

1)薬剤処理 日と翌日の日照時間 (表 1)

大豆2～ 3葉期処理日の日照時間は67時間と平年を上

回つたが,翌 日は48時間とほぼ平年並みだつた。

大豆5～ 6葉期処理日の日照時間も67時間と平年より

上回つたが,翌 日の日照時間はほとんどなかつた。
2)薬害と処理後の生育・収量に対する影響 (表 4)

a大豆2～ 3葉期処理
「おおすず」,「オクシロメJと も葉に色抜けが見られ

たが,軽微な薬害であり,処理後の生育に影響はなか

つた。両品種とも減収したが,これは薬害によるもの

でなく,薬剤処理後の残草の影響と考えられた。
b大豆5～ 6葉期処理
「おおすず」では薬害・減収は認められなかつた。

「オクシロメ」では,葉の色抜け,黄化が見られたが ,

軽微な薬害であり,減収は認められなかつた。

(2)2005年

1)薬剤処理 日と翌日の日照時間 (表 1)

試験 1の (1)に 同じ

2)薬害と処理後の生育・収量に対する影響 (表 4)

a大豆2～ 3葉期処理

両品種とも処理2日 後頃から薬害が見られ,処理5日

後では明らかに薬害と分かる葉の褐変,黄化,縮葉が

認められた。特に 「オクシロメ」では,落葉等の薬害

程度が大きかつた。

処理16日 後の生育は,両品種とも抑制されており,

回復までにはlヶ 月程度要した。

なお,セ トキシジム早L剤 との混用処理が,葉害を助

長させることは少なかつた。

収量は,対照比で「おおすず」が93と 若干減収した

が,「オクシロメ」が79と 著しい減収が認められた。

セ トキシジム手L剤 と混用処理をした「おおすずJ,「オ

クシロメ」の収量は,それぞれ対照比93,86と ,混用

処理が薬害を助長させることは少なかつた。

b大豆5～ 6葉期処理

薬剤処理日と翌日の日照時間が平年を上回つたもの

の,両品種とも薬害程度は小さく,処理17日 後の生育

には影響が認められず,減収も認められなかつた。

4 ま と め

ベンタゾン液剤の処理適期は,雑草の草丈が10cIIl以下

の時であり,大豆2～ 3葉期処理では,その減収程度は「お

おすずJで5～7%,「オクシロメJでは15～ 20%であっ

た。大豆5～ 6葉期処理では,減収は認められなかった。

また,大豆2～ 3葉期におけるセ トキシジム乳剤との混

用処理は,「おおすず」,「オクシロメ」においては,薬

害を助長させることは少ないことが明らかになつた。

2-3L処理16日 後
56L処理17日 後

無 :薬害がないもの、極微 :害徴が環れるが、生育に影響がないもの、微 :生育に影響するが ほぼ回復して、減収率5%以下、小 :生吉 収量に

わずかに影響し、減収率6～ 10%以 下、中:生育、収量に影響し、減収率11～ 20%以下、大:生育、収量に影響が大きく、減収率21●/.以上
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